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平成２６年度主要施策の成果（一般会計） 

 

 

議 会 費 関 係  

 

１ 議会開催日数 

○定例会 ４回 会期日数 ３７日 

○臨時会 １回 会期日数  １日 

 

２ 付議事件数 

○町長提出 １００件 

条例   ４０件 予算   ２８件 決算    ９件 

その他  １７件 専決、報告 ６件 

○議員提出 ４３件 

条例    ２件    ・報告   ２７件    その他  １４件 

 

３ 請願・陳情 

○受付件数 １７件 

  ○意見書提出    ５件 

 

４ 一般質問の人数 

 ６月 ６人 ９月 ８人 

１２月 ９人 ３月 ４人 計２７人 

 

５ 委員会 

○議会運営委員会           ８回 

○常任委員会 ３５回 

総務企画常任委員会               ７回 

教育民生常任委員会                  １５回 

産業建設常任委員会                  １３回 

○広報特別委員会                 １７回 

○議会改革特別委員会                  １７回 

○資格審査特別委員会                   ７回 

  ○庁舎建設に係る議員懇談会         ７回 
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６ 議員派遣 

○議員研修 

町村議会議員研修会(宇都宮市)  平成26年11月28日 

○行政調査 

宮城県大河原町、利府町     平成26年11月10日～11日 

 

 

総 務 費 関 係  

 

１ 人事関係（一般職員） 

(１)職員数の状況 

 平成２６年３月３１日現在 平成２７年３月３１日現在 

一 般 職 ２００ 人 １９５ 人 

技 能 労 務 職 １０ 人 ８ 人 

計 ２１０ 人 ２０３ 人 

(注)年度末退職者を除いた人数 

(２)新規採用及び退職数の状況 

 新 規 採 用 者 退 職 者 

一 般 職 １０ 人 １５ 人 

技 能 労 務 職 －  ２ 人 

計 １０ 人 １７ 人 

  

２ 那珂川町自治功労者等表彰 

  ○自治功労者表彰        ２０名 

○高額寄附者感謝状贈呈          ２名 

   

３ 地方自治功労叙勲 

    ○秋の叙勲 

   屋代 正人 氏  （瑞宝双光章）元馬頭町助役 

  ○死亡叙勲 

白相 和之進 氏 （旭日単光章）元小川町議会議員 

石川 粂和 氏  （正六位旭日双光章）元小川町議会議員 
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４ 町有財産管理事業 

庁舎及び町有財産の維持管理のほか、新庁舎の整備スケジュールに基づき事業を実

施した。 

○新庁舎整備事業の促進 

・新庁舎建設検討専門委員会の開催              ３回 

・新庁舎建設実施設計業務委託          ２１，０６０千円 

・新庁舎建設基本設計、実施設計業務委託     ２０，７４０千円 

・山村開発センター第一期解体工事監理業務委託   １，６８５千円 

・新庁舎建設第一期造成工事           ２６，１３６千円 

・山村開発センター第一期解体工事        ３６，８２８千円 

 

５ 防犯・交通安全対策 

犯罪、交通事故のない町を目指し、身近な犯罪防止啓発活動の推進、交通安全教育

の実施及び交通安全施設等の整備に努めた。 

(１)交通安全対策 

○「那珂川町交通事故抑止対策町民の集い」の開催 

平成２６年９月１日 小川総合福祉センター 

(２)交通指導員の設置 

○教育指導員  １名 

○一般指導員  ６名 

(３)交通安全教育の実施 

○幼稚園・保育園児童対象   ６２回 ３，１２５人 

○小中学校児童生徒対象 １８回 １，０９１人 

○母親対象 ７回 ２９４人 

○高齢者対象 ３９回 ７６８人 

(４)交通安全施設の整備 

○道路反射鏡 ３基   

○区画線 １，６４０ｍ 

 

６ 地域公共交通対策 

住民の交通の利便及び生活と福祉の向上を図るため、デマンドタクシーの実証運行

及びコミュニティバス「馬頭烏山線」を運行した。 
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 (１)デマンドタクシー「なかちゃん号」利用実績 

平成２６年度  
利用者計 

（ (月／人) 

運行日数 

(日) 

１日あたり 

（人／日） 
備  考 

４月 １，４４５  ２１  ６８．８   

５月 １，４５７  ２０  ７２．９   

６月 １，４１２  ２１  ６７．２   

７月 １，５０２  ２２  ６８．３   

８月 １，４５５  ２１  ６９．３   

９月 １，３９７  ２０  ６９．９   

１０月 １，５５６  ２２  ７０．７   

１１月 １，３２０  １８  ７３．３   

１２月 １，５０３  １９  ７９．１   

１月 １，２５２  １９  ６５．９   

２月 １，３７３  １９  ７２．３   

３月 １，４９１  ２２  ６７．８   

計 １７，１６３  ２４４  ７０．３   

☆デマンド交通利用登録者数（平成２７年３月３１日現在）３，１０４人 

(２) コミュニティバス「馬頭烏山線」の利用実績 

  ○乗車人数  ２６，９３０人 

  ○運行日数     ３６０日 

 

７ 企画調整・地域振興 

(１)会議等の開催 

まちづくりに資する計画の策定及び推進に関する事項を審議するため、町長の諮

問機関である那珂川町まちづくり審議会を２回開催した。町の重要施策の審議及び

事務事業の総合的な調整を図るため、庁議を１０回開催した。 

(２)総合振興計画の進行管理 

まちづくりの基本指針となる那珂川町総合振興計画後期基本計画の重点事務事業

など、各種事業の進行管理を行った。 

(３)第２次総合振興計画の策定 

まちづくりの基本指針となる第２次那珂川町総合振興計画基本構想の策定を行っ

た。 

(４)過疎地域自立促進計画の進行管理 

過疎地域自立促進計画の重点事務事業など、各種事業の進行管理を行った。 
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(５)情報システムの総合管理 

情報資産を様々な脅威から保護することと、情報資産の機密性、安全性及び可用

性を確保していくために那珂川町情報セキュリティポリシーに基づき、情報システ

ムの総合管理を行った。 

(６)学官連携の取組み 

大学との相互友好協力協定・相互協力協定に基づき、次の事業を行った。 

○学校法人宇都宮美術学院宇都宮メディア・アーツ専門学校 

・新商品デザイン事業 

・ＰＲデザインバックボードのデザイン事業 

○国立大学法人宇都宮大学 

・佐藤畳店ロゴマーク・畳縁デザイン製作 

○学校法人帝京大学経済学部地域経済学科 

・那珂川町ドキュメンタリー映像作成 

   ・帝京大学経済学部地域経済学科シンポジウム開催 

○学校法人国士舘大学 

・史跡調査 

  ○学校法人宇都宮学園文星芸術大学 

   ・小砂環境芸術祭への参画 

 (７)まちづくり３大重点プロジェクト 

○「情報通信基盤の活用」推進プロジェクト 

第２次那珂川町地域情報化基本計画に基づき、情報通信基盤の有効な利活用を図

った。 

○「自然・環境との共生」推進プロジェクト 

    那珂川町環境基本計画後期計画に基づき、環境のまちづくり事業を推進した。 

   ・環境のまちづくり推進会議 

    ⋄ 推進会議                         ３回 

    ⋄ 部会（自然環境・生活環境・資源エネルギー・環境学習）  ２１回 

    ⋄ 視察（町内 平成２６年８月５日）             １回 

   ・光輝くまちづくりプロジェクト 

    ⋄ 小川総合福祉センター防災型太陽光発電システム整備（事故繰越分） 

      事業費：４９，５０５千円   太陽光発電整備・周辺工事及び東電負担金 

   ・太陽光発電等設備導入補助 

    ⋄ 太 陽 光 発 電   ３７件  補助額  ５，７６５千円 

    ⋄ 高効率給湯器   ３３件  補助額  １，５６０千円 
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   ・環境教育用小冊子（漫画）配布 

    ⋄ 環境のまちづくり推進会議と町内小中学校、宇都宮メディア・アーツ専門学校

の連携により作成した小冊子を、町内の小学４年生から中学１年生までに配布

した。 

   ・環境学習会開催支援   ５件 

   ・牛乳パック資源化運動   

⋄ 町内小学校において給食用牛乳パックの資源化を実施 収集量 ７７５㎏ 

○「行財政改革」推進プロジェクト 

第２次行財政改革推進計画に基づき、行財政改革の推進を図った。 

(８)土地利用調整 

那珂川町土地利用調整基本計画に基づき、適正な土地利用の誘導を行った。 

(９)協働によるまちづくり推進事業 

○地域住民との協働によるまちづくり推進事業補助金 

「地域住民が主役となる社会」、「地域住民が協働する社会」、「地域が自立する社

会」を目指して、３つのまちづくり団体に対して補助金を交付した。 

 ４００千円 

 ４００千円 

・八溝そば街道推進協議会           ２００千円 

(10)那珂川町地域振興実践活動事業 

    “なかがわ元気フェスタ２０１４”の実施を「なかがわ元気プロジェクト連絡協

議会」に委託した。            ２，１０１千円 

 (11)「日本で最も美しい村」連合加盟運営費等補助金 

    小砂Village協議会にして補助金を交付した。  ４５０千円 

 (12)地域おこし協力隊事業            

    ２名を地域おこし協力隊員に委嘱し、自らの創意工夫により地域おこし活動を実

施した。                                  ４，４５９千円 

 

８ 広報・広聴 

(１)広報の発行 

町行政と住民を結ぶパイプ役として広報なかがわを毎月発行し、町の事務事業等

について周知を図るとともに、行政に対する関心を高めるよう努めた。 

○広報なかがわ(毎月１０日発行) ５，８００部／月 

 (２)那珂川町公式ホームページの運営 

   「くらしの情報」、「観光情報」、「生涯学習」、「町のデータ」などの柱をメインに

町内外への積極的な情報発信を行うため、那珂川町公式ホームページの管理運営を
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行った。また、ホームページのリニューアルに伴い導入したＣＭＳを活用し、迅速

で正確な情報の掲載に努めた。 

(３)町政（まちづくり）懇談会の開催 

町の行政全般について、町民から広く意見や要望を聞き、それらを町政に反映さ

せるため、町政（まちづくり）懇談会を開催した。 

○開催場所  小学校体育館、地区集会所など１６会場 

○出席者数  ４１０名 

○内  容  那珂川町総合振興計画について、那珂川町庁舎建設について、その他 

(４)統計調査 

国・県の指定統計として次の調査を実施した。 

○学校基本調査 

毎年５月１日を基準日として、町内の各小中学校、幼稚園の設置状況（児童生徒

数、教諭の配置状況など）を調査した。 

○工業統計調査 

毎年１２月３１日を基準日として、町内３８調査区の製造業者の事業所（１０４

事業所中、従業員数４人以上の５６事業所を対象）の従業員数、売上高、製造品種

などの状況を調査した。 

 ○全国消費実態調査 

   ９月から１１月までの３か月間、町内２調査区の２４世帯を対象に家計の収入・

支出及び貯蓄・負債、耐久消費財、住宅・宅地などの家計資産を調査した。 

○経済センサス‐基礎調査・商業統計調査 

   ７月１日を基準日として、経済センサス‐基礎調査は、町内の事業所・企業の従

業者数、事業の内容、売上金額を調査した。商業統計調査は、経済センサス‐活動

調査の２年後に実施され、商品販売額、売場面積などの事業活動の実態を調査した。

本年度は同時期に調査対象が重複したため、一体的に実施し、町内３８調査区８９

７事業所を調査した。 

○農林業センサス 

    ２月１日を基準日として、町内１１６調査区（集落）の農林業経営体（２，７８

７客体候補中、耕作面積 30a 以上等の要件を満たした１，２３９客体が対象）の状

況（農業従事者数、耕作面積、作付作物、売上高など）を調査した。 

○国勢調査準備（調査区設定等） 

来年１０月１日を基準日として実施される調査に先立ち、その調査区（１２９調

査区）の設定等を実施した。 
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(５)行政事務連絡等 

行政区長・班長を委嘱し、事務執行の協力を得た。 

○行政区長  ３７人 

○行政班長 １９５人 

(６)情報公開等 

○情報公開の運用状況 

実施機関 請求件数 公開 一部公開 非公開 

町   長 １８ １８ ０ ０ 

教育委員会  ４  ４ ０ ０ 

○個人情報保護の運用状況 

個人情報の開示請求はなかった。 

 

９ 都市交流 

(１) 姉妹都市：アメリカ合衆国ホースヘッズ村 

    ホースヘッズ村交流事業     平成２６年 ７月１１日～１９日  １１名 

（町内の施設見学や文化交流等） 

青少年海外体験学習派遣事業   平成２７年 ３月１３日～２４日  １５名 

(２) 観光交流都市：東京都豊島区のイベントに参加 

    池袋ﾌｫｰｸ＆ｶﾝﾄﾘｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ2014   平成２６年  ６月 ７日～ ８日   ６名 

    東京フラフェスタin池袋     平成２６年  ７月１８日～２０日  ８名 

    豊島区ふくろう祭り       平成２６年１０月１１日～１２日   ６名 

10 税務 

(１)町税等収入状況 

①町税    （単位：円，％） 

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

町 民 税 900,076,702 845,841,225 1,973,197 52,262,280 93.97 

 (1)個  人 683,671,702 630,766,025 1,779,597 51,126,080 92.26 

現 年 課 税 分 633,629,200 618,017,754 0 15,611,446 97.54 

滞 納 繰 越 分 50,042,502 12,748,271 1,779,597 35,514,634 25.47 

 (2)法  人 216,405,000 215,075,200 193,600 1,136,200 99.39 

現 年 課 税 分 213,985,300 213,555,900 0 429,400 99.80 

滞 納 繰 越 分 2,419,700 1,519,300 193,600 706,800 62.79 

固 定 資 産 税 1,282,975,940 930,487,768 21,207,260 331,280,912 72.53 

 (1)固定資産税 1,275,830,640 923,342,468 21,207,260 331,280,912 72.37 
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現 年 課 税 分 926,488,100 873,704,914 635,900 52,147,286 94.30 

滞 納 繰 越 分 349,342,540 49,637,554 20,571,360 279,133,626 14.21 

 (2)交付金 7,145,300 7,145,300 0 0 100.00 

軽 自 動 車 税 48,314,740 44,076,000 334,000 3,904,740 91.23 

現 年 課 税 分 44,601,300 43,415,800 12,000 1,173,500 97.34 

滞 納 繰 越 分 3,713,440 660,200 322,000 2,731,240 17.78 

町 た ば こ 税 130,200,987 130,200,987 0 0 100.00 

特別土地保有税 6,438,758 0 0 6,438,758 0.00 

現 年 課 税 分 0 0 0 0 0.00 

滞 納 繰 越 分 6,438,758 0 0 6,438,758 0.00 

入 湯 税 17,357,180 17,357,180 0 0 100.00 

現 年 課 税 分 17,357,180 17,357,180 0 0 100.00 

滞 納 繰 越 分 0 0 0 0   

町 税 合 計 2,385,364,307 1,967,963,160 23,514,457 393,886,690 82.50 

う ち 現 年 課 税 分 1,966,262,067 1,896,252,535 647,900 69,361,632 96.44 

う ち 滞 納 繰 越 分 411,956,940 64,565,325 22,866,557 324,525,058 15.67 

②国民健康保険税    
（単位：円，％） 

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

国民健康保険税 717,864,221 541,708,993 11,526,869 164,628,359 75.46 

 (1)一般被保険者 671,911,344 502,367,342 11,501,019 158,042,983 74.77 

医 療 給 付 費 

現 年 課 税 分 
367,403,064 332,883,106 0 34,519,958 90.60 

後期高齢者支援金 

現 年 課 税 分 
102,721,637 93,021,914 0 9,699,723 90.56 

介 護 納 付 金 

現 年 課 税 分 
43,345,301 37,871,313 0 5,473,988 87.37 

医 療 給 付 費 

滞 納 繰 越 分 
120,759,633 28,379,491 10,186,842 82,193,300 23.50 

後期高齢者支援金 

滞 納 繰 越 分 
22,720,215 6,604,812 448,288 15,667,115 29.07 

介 護 納 付 金 

滞 納 繰 越 分 
14,961,494 3,606,706 865,889 10,488,899 24.11 

 (2)退職被保険者 45,952,877 39,341,651 25,850 6,585,376 85.61 

医 療 給 付 費 

現 年 課 税 分 
25,807,503 24,647,366 0 1,160,137 95.50 

後期高齢者支援金 

現 年 課 税 分 
7,168,303 6,845,955 0 322,348 95.50 

介 護 納 付 金 

現 年 課 税 分 
6,383,892 6,121,154 0 262,738 95.88 

医 療 給 付 費 

滞 納 繰 越 分 
4,649,008 1,170,737 20,950 3,457,321 25.18 

後期高齢者支援金 

滞 納 繰 越 分 
1,073,172 299,595 2,200 771,377 27.92 

介 護 納 付 金 

滞 納 繰 越 分 
870,999 256,844 2,700 611,455 29.49 
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③介護保険料    
（単位：円，％） 

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

介護保険料 278,438,900 272,820,300 553,700 5,064,900 97.98 

 (1)特別徴収 252,272,400 252,403,200 0 △130,800 100.05 

 (2)普通徴収 26,166,500 20,417,100 553,700 5,195,700 78.03 

現 年 課 税 分 21,918,700 19,599,300 0 2,319,400 89.42 

滞 納 繰 越 分 4,247,800 817,800 553,700 2,876,300 19.25 

④後期高齢者医療保険料   
（単位：円，％） 

税    目 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 収入率 

後期高齢者医療保険料 114,604,800 113,624,900 3,500 976,400 99.14 

 (1)特別徴収 91,434,200 91,714,100 0 △279,900 100.31 

 (2)普通徴収 23,170,600 21,910,800 3,500 1,256,300 94.56 

現 年 課 税 分 22,164,200 21,320,500 0 843,700 96.19 

滞 納 繰 越 分 1,006,400 590,300 3,500 412,600 58.65 

 

(２)徴収嘱託員収納実績 

○徴収嘱託員 １人 

○収 納 額        ４２，３２６，２７３円 

(３)税務関係証明等 

○件 数 ４，８２４件 

○手数料           １，１００，３９０円 

(４)消費税及び地方消費税の引上げ分に伴う社会保障財源交付金の使途について 

 ○歳入 

・交付金         ３６，７２１，０００円 

 ○歳出 

  ・障害者自立支援事業費  ３６，３５２，０００円 

  ・健康増進事業費        ３６９，０００円 

 

11 戸籍・住民 

住民の動向を記録する住民基本台帳について、転入・転出等の各種届出の正確且つ迅

速な処理を行い、住民票や印鑑証明等の証明発行事務のスピードアップに努めた。戸籍・

住民票等の件数については次のとおりである。 

○戸籍届出等件数 １，０５６件（届出５８４件・送付４７２件） 

主なものは、出生・死亡・婚姻・離婚・入籍届出等である。 
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○証明等発行件数 戸籍関係 １０，３１６件 

 住 民 票 ９，９１６件 

 印鑑証明   ５，５４７件 

 そ の 他 ２，６９６件 

○旅券申請・交付件数 申請２５３件    交付２５０件 

 

12 選挙 

○那珂川町議会議員選挙 平成２６年 ４月２０日執行  投票率：65.61％ 

○衆議院議員総選挙    平成２６年１２月１４日執行 投票率：56.84％ 

 

13 監査委員 

(１)例月出納検査の実施 

○４月から毎月実施 計１２日 

(２)決算審査・定期監査 

○一般会計及び特別会計の審査期間 平成２６年７月２２日～８月６日 

○水道事業の審査日 平成２６年 ７月 ９日 

○意見書・監査結果報告書提出日 平成２６年 ８月２２日 

(３)財政援助団体等補助監査 

○那珂川町商工会経営改善普及事業費補助金      平成２６年１０月２０日 

○那珂川町観光協会補助金              平成２６年１０月２０日 

○那珂川町社会福祉協議会運営費、事業費補助金    平成２６年１１月２１日 

  ○那珂川町シルバー人材センター補助金        平成２６年１１月２１日 

  ○小川地区農作物病害虫防除対策事業費補助金     平成２６年１２月２２日 

  ○使用済農業用生産資材適正処理推進事業費補助金   平成２６年１２月２２日 

○監査結果報告書提出日 平成２７年 １月３０日 

(４)財産区特別会計決算審査 

○馬頭財産区審査 平成２６年 ７月２３日 

○意見書提出日 平成２６年 ８月２２日 

 

 

民 生 費 関 係  

 

１ 福祉団体等への支援 

地域での要援護者への対応及び地域福祉活動の強化のため、福祉団体等の育成・支

援を実施した。 
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○民生委員児童委員への支援 ５３人     ３，７１８千円 

○社会福祉協議会への支援 

社会福祉協議会運営費補助金  ３５，０００千円 

社会福祉協議会事業費補助金  ２，４５４千円 

  ○災害見舞金   

・火事２件                          ２００千円 

  ○臨時福祉給付金         ３，２７０人      ４２，８００千円 

 

２ 障害者福祉 

障害者の自立更生を推進するため、身体障害者巡回診査更生相談、障害福祉サービ

ス(介護、訓練等給付)事業、地域生活支援事業による支援、重度心身障害者への医療

費助成、特定疾患患者への見舞金の給付及び補装具の給付を積極的に実施した。 

○補装具給付及び修理 ２３件       １，２６４千円 

○自立支援（更生）医療 ４２人      ２６，５９１千円 

○重度心身障害者医療費助成 ２８５人      ２６，８８２千円 

○特定疾患患者見舞金 １２２人       ４，２０９千円 

○障害者福祉サービス事業 １８２人  ２５０，０７５千円 

○障害者地域生活支援事業 １８８人 ４７，８８６千円 

 

３ 高齢福祉 

高齢者の生きがいづくり及び要援護老人対策として次の事業を実施した。 

○敬老会 １８会場・１，５０５人 ６，９０９千円 

○敬老祝金  （80、85、90、95歳） ５０７人 ４，０３０千円 

  （100歳） ６人      ６００千円 

○緊急通報システム装置の貸付(H27.3.31現在) ７１件 ３，０１４千円 

○ねたきり老人等寝具洗濯サービス事業 ６人 ７１千円 

○軽度生活援助事業 １０人 ２３４千円 

○老人福祉施設入所措置(H27.3.31現在) 養護１７人 ３９，７８６千円 

○馬頭総合福祉センター管理運営 利用者２１，０６１人 ２４，３９１千円 

○小川総合福祉センター管理運営 利用者２７，７３３人 ２９，３９８千円 

○シルバー人材センター運営補助 ６，０００千円 

○老人クラブ等社会活動推進事業（補助金） ２，４００千円 

  ○介護基盤緊急整備等臨時特例事業費補助金（和見の里山） １１６，０００千円 

   （繰越明許費） 

  ○介護施設開設準備経費助成特別対策事業交付金（和見の里山）１７，４００千円 
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４ 国民年金 

公的年金（国民年金）の必要性を十分に周知させるため、「広報なかがわ」への掲載

等により普及推進を図った。 

○国民年金被保険者数 ３，４１３人 

 （１号:2,630人、３号:783人 ※H27.3月現在） 

５ 児童福祉 

子育てを行っている家庭を支援し、児童の健全育成を図るため、次の事業を実施し

た。 

○保育園の運営 ４園／児童数３０４人 １１９，１３５千円 

 （児童数内訳：３歳未満１１８人、３歳４９人、４歳以上１３７人） 

○放課後児童クラブの運営 ２か所／児童数５３人 １０，４１７千円 

○子育て支援センターの運営 利用者数３，６９０人 ２，５８２千円 

○遺児手当の支給 ４人 １５３千円 

○児童手当の支給 

区   分 支給月額(円) 延児童数(人) 支給金額(千円) 

３歳未満 １５，０００ ２，８０８ ４２，１２０ 

小学校修了前（第１子・第２子） １０，０００ ９，７８７ ９７，８７０ 

小学校修了前（第３子以降） １５，０００ １，８９８ ２８，４７０ 

中学校修了前 １０，０００ ５，４８０ ５４，８００ 

特例給付 ５，０００ ２０３ １，０１５ 

合   計  ２０，１７６ ２２４，２７５ 

○子育て世帯臨時特例給付金         １，５６８人   １５，６８０千円 

○子ども、子育て支援新制度対策 

 ・子ども、子育て会議 ７回 

○児童虐待防止対策 

 ・要保護児童対策地域協議会  代表者会議 １回 

                               実務担当者会議 １１回 

○医療費助成事業 

事 業 名 対象人数(人) 助成人数(人) 助成件数(件) 助成額(千円) 

こども医療費助成 ８６５ １，２３５ １７，２０３ ２２，００３ 

妊産婦医療費助成 ８５ ６６ ５０６ ２，５９２ 

ひとり親家庭医療費助成 ４９１ ２６９ ９，３１８ ６，５８５ 

養育医療費助成 ２ ２ ４ ３０７ 

育成医療費助成 ６ ４ １１ ３３２ 
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衛 生 費 関 係  

 

１ 保健予防 

人生８０年時代を迎え、町民の健康問題は最重要課題であり、「自分の健康は自分で

守る」という意識の高揚と、町民の健康水準の向上を図るため、健康づくり及び疾病

予防対策事業を実施した。 

(１)健康づくり推進事業 

ライフスタイルの多様化に伴い増加している生活習慣病を予防改善するために、

栄養・食生活、運動・身体活動の見直しや習慣化について実践できるよう支援した。 

○メンバーズらくらく倶楽部 ２５回 ３２５人 

○食生活改善推進員協議会 １９回 ３００人 

○その他 

「広報なかがわ」による啓発活動 １２回 

「福祉まつり」での減塩食普及及び啓発活動    １回   １３０人 

「福祉まつり」での体組成測定          １回    ８２人 

(２)生活習慣病予防対策事業 

青壮年期からの生活習慣病予防と疾病の早期発見、早期治療を目的に、健康増進

法に基づき、総合的な保健事業を実施した。 

また、国の施策である「がん検診推進事業」及び「働く世代の女性支援のための

がん検診事業」により、特定の年齢のがん検診の自己負担金を無料とし、受診率の

向上を図った。 

○病態別栄養相談  ９回 ９人 

○訪問指導 随時 １５人 

○基本健康診査(20～39歳) ２６回 ３７８人 

○胃がん検診（20歳～） ２６回 １，５０３人 

○子宮がん検診(集団検診)（20歳～） １４回 １，２０１人 

（うち、がん検診推進事業受診者  ５３人） 

○子宮がん検診(個別検診) ６～２月 ２３人 

（がん検診推進事業） 

○乳がん検診（20歳～） １４回 １，６２７人 

（うち、がん検診推進事業受診者 ２１７人） 

○乳がん検診(個別検診) ５回  ２６人 

（がん検診推進事業） 

○大腸がん検診（20歳～） ２６回 ２，５９３人 

（うち、がん検診推進事業受診者 ２２５人） 
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○肺がん検診（20歳～） ２６回 ２，６３８人 

○前立腺がん検診 １４回 ９０５人 

○肝炎ウィルス検診 ２６回 ２６４人 

○骨粗しょう症検診 １４回 ２０５人 

○歯周疾患検診 ７～９月 ８４人 

○精神保健相談会 １１回 ３５人 

○生活習慣病予防教室「なかがわフィットネス倶楽部」 

パワーアップコース １６回 ２０６人 

○糖尿病教室「おいしく食べよう会」      １回                ２０人 

 (３)母子保健対策事業 

母子の一貫した健康管理を目指し、母子保健法に基づく健康教育・相談及び各種

健診を実施した。また、成長過程におけるさまざまな発達課題に対して、関係機関

と連携をとりながら、児の健やかな成長を促すことを目的とした発達障害児支援事

業を実施した。 

○乳児訪問（こんにちは赤ちゃん事業） 随時 ８７人 

○母子健康手帳の交付 随時 １０５人 

○乳児健診（４か月・８か月） １２回 １５３人 

○１歳児相談 ６回 ７９人 

○１歳６か月児健診 ６回 ８３人 

○２歳児相談 ６回 ９０人 

○３歳児健診 ６回 １１０人 

○３歳児精密健康診査 随時 ６人 

○虫歯予防教室（フッ素塗布） １２回 ５０３人 

○妊産婦一般健康診査 随時 １，１１８人 

○きらきらベビークラス ２１回 ２５３人 

○マタニティクラス １２回 ２２人 

○子ども栄養相談 ５回 １５人 

○のびのび発達相談 １０回 ２０３人 

○乳幼児発達相談 ２１回 ６０人 

○ひまわり教室（早期教育相談グループ教室）１１回        １０６人 

○子育て支援講演会 １回 １５０人 

○ベビープログラム １２回 ６８人 

○思春期教室（小学校２校・中学校２校） ４回 ２３１人 

○母子保健推進員研修会           １回        １１人 

 



 - 16 - 

 (４)感染症予防対策事業 

結核及び各種感染症の発症予防のため、予防接種法に基づく各種予防接種を実施

した。また、高齢者の肺炎罹患による重篤化予防のため、肺炎球菌ワクチンの助成

を実施した。国の「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業」により、子宮頸がん

予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種費用の助成を実施した。 

○定期予防接種 ・ＢＣＧ接種 ８１回 

 ポリオ ８６回 

 麻しん・風しん混合 １８６回 

 二種混合 １３０回 

 三種混合 ３８回 

 種混合 ３０２回 

インフルエンザ（高齢者）     ４，２３５回 

・肺炎球菌ワクチン（高齢者）      ７３３回 

  ４０３回 

           ・ヒブワクチン             ３３２回 

           ・小児用肺炎球菌ワクチン        ３３０回 

           ・水痘                 １７３回 

○任意予防接種の助成 ・肺炎球菌ワクチン（高齢者）     ２０６回 

・風しんワクチン              ８回  

 (５)へき地医療対策事業 

無医地区住民の医療を確保するため、へき地歯科巡回診療を実施した。 

○対象地区：大内・大那地・小砂 １８回    延９６人 

 

２ 環境衛生 

住民の生活環境の整備を図るため、次の事業を実施した。 

(１)廃棄物収集処理対策事業 

廃棄物の分別収集とリサイクルに取り組むために、適正な廃棄物収集事業を実施

した。 

○廃棄物内訳 

可燃ごみ ４，０９２ｔ 

不燃ごみ ２６５ｔ 

資源ごみ ７６８ｔ 

粗大ごみ １２５ｔ 

有害ごみ ６ｔ 

 

※資源ごみ内訳 

・スチール缶 ３９ｔ 

・アルミ缶 ７ｔ 

・ペットボトル ４４ｔ 

・びん類 １６０ｔ 

・紙類 ４２０ｔ 

・布類 ９８ｔ 
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○搬入内訳 

委託業者収集搬入 ４，３２８ｔ 

直接搬入 ９２８ｔ 

(２)畜犬対策事業 

動物愛護について正しい知識の普及を図るとともに、狂犬病予防法等に基づく登

録、予防注射を実施した。 

○登録                 ９３頭 

○予防注射              ８１９頭 

○野犬・不用犬(猫)引取り   犬１４頭、猫４頭 

(３)浄化槽設置整備事業 

生活排水による公共用水域の水質汚濁防止を図るため、浄化槽設置に対し補助を

行った。 

○浄化槽設置整備補助金 ３３件    １２，８６４千円 

 (４)放射能対策 

 ○空間放射線量測定 

馬頭図書館及び、小川庁舎において、測定及び結果をＨＰ等に公表した。 

○放射線量測定器の貸し出し        １件 

○食品の放射性物質簡易検査       ４９件 

 

３ 公園墓地・小川墓地 

公園墓地２００区画及び小川墓地２４区画の維持管理を行った。 

 

４ 環境保全対策 

町民が健康で安全な生活を営むため、公害防止対策等の推進に努めた。 

(１)河川等の水質検査の実施（３７ヶ所） 

(２)騒音、悪臭等の防止対策 

(３)不法投棄監視員２名が、月１０回の巡回監視を行った。 

(４)北沢地区不法投棄物処理対策 

基本設計（案）が変更されたことによる住民説明会及び環境影響評価書（案）の

説明会を県と共催で開催した。また、最終処分場の理解を深めてもらうための先進

地視察に協力した。 

○最終処分場先進地視察 

・吾妻東部衛生施設組合一般廃棄物最終処分場（群馬県中之条町）８回（計166名） 
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農 林 水 産 業 費 関 係  

 

１ 農業委員会 

農業委員会等に関する法律に基づき、農業生産力の発展及び農業経営の合理化を図

り、農家の地位向上に寄与することを目的に事業を行った。 

(１)農地法に係る権利の設定・移転・転用等の許認可事務とともに、農業経営基盤強化

促進法に基づく利用関係の調整や農地流動化の推進活動を実施した。 

○ 農地法３条（農地の権利異動等） ３７件 ２２９筆 24.23ha 

○ 農地法４条（自己農地の転用） ７件   ７筆 0.45ha 

○ 農地法５条（転用での権利設定・移転） ２８件  ３５筆 4.01ha 

○ 非農地証明              １６件  ２６筆 4.26ha 

○ 利用集積              １３５件 ４７２件 68.55ha 

(２)農地の公的管理主体として、食糧の生産基盤である優良農地の確保と有効利用の促

進を図るため、優良農地を対象に農地パトロールを行い、利用状況調査を実施した。 

(３)農業者年金のリーフレットを配布するなどして、制度の普及及び加入推進を行い、

年金の適正な受給による農業者の老後の生活安定に努めた。 

(４)関係機関と連携し、農業経営の近代化・合理化の基礎となる農業簿記、記帳指導及

び農業青色申告制度の普及推進活動を実施した。 

 

２ 農業振興事業 

農業振興については、中山間地域等直接支払交付事業、多面的機能支払交付事業に

より地域の振興・環境保全の取り組みや農業担い手の育成など、農地利用の推進事業

を行った。東日本大震災関連事業により、農産物の安全・安心キャンペーンを実施し

た。 

イノシシ等による農産物被害等の防止・生活環境の保全を図るため、獣害防止電気

柵等の導入支援事業を実施した。 

平成２６年度より、棚田の保全・利活用活動を図るための支援事業を開始した。 

（単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

中山間地域等直接支払交付事業 

農地保全のための共同作業支援 

急傾斜地 １６集落 

緩傾斜地 ５１集落 

31,749 
交付事業 31,549 

推進費     200 

多面的機能支払交付事業 

農用地、水路、農道等の地域資源 

保全のための共同活動支援 

 取組集落  ５集落 

2,621 総事業費  9,987 
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使用済農業用生産資材適正処理 

推進事業 

使用済み農業用ビニール、農薬等

の処理推進 
447 総事業費  2,510 

耕作放棄地再生利用緊急対策事業 耕作放棄地の解消支援 192 総事業費   385 

とちぎの集落営農確立支援事業 集落営農組織の育成支援 44 総事業費   288 

地域農業マスタープラン作成事業 人・農地プラン見直し 70  

県産農産物の安全・安心ＰＲ事業 
農産物直売所における農産物の

安全安心キャンペーンの実施 
200 総事業費   422 

獣害防止電気柵導入支援事業 電気柵等の導入支援 975 総事業費  2,108 

農産物モニタリング検査事業 検査農産物提供者への支援 55  

新規就農・経営継承総合支援事業 
青年就農者（経営開始型）への支

援 
6,000  

棚田オーナー制度支援事業 棚田の保全・利活用に対し支援 300 総事業費   620 

環境保全型農業直接支援対策事業 

生物多様性保全等に効果の高い

営農活動に取り組む農業者に対

して支援 

64 総事業費   128 

ホンモロコ養殖事業 

大内久通ホンモロコ養殖組合、松

野下仲ホンモロコ生産組合への

助成 

600 総事業費  1,661 

 

３ 畜産振興事業 

ＪＡなす南和牛部会、酪農組合等との連携により高品質の牛肉・生乳の生産を推進

した。 

（単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

畜産振興事業 

和牛振興事業、優良乳用後継子牛保留

事業、家畜伝染病予防対策事業、畜産

団体補助事業、和牛繁殖支援事業 

6,294  

 

４ 土地改良事業 

農業生産基盤及び農村生活環境基盤整備のため、用排水路及び農道整備事業を実施

した。また、県営馬頭中部中山間総合整備事業による事業推進を図るとともに、現地

調査及び計画策定を実施した。 
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（単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

町単農村振興事業 町単独農村振興事業費補助金 ８件 3,457  

県単農業農村整備事業 

芳井地区農道整備事業 

農道舗装 L=528m 測量設計一式 
13,176  

小川大工田地区水路整備事業 

Ｕ型水路400*400 Ｌ＝179m 
3,062 

うち町補助金 

1,650 

小川栄町地区水路整備事業 

安全防護柵工 Ｌ＝166m 
2,182 

うち町補助金 

1,110 

農業基盤整備促進事業 
富山農道整備事業 

路線測量 
9,942 繰越明許費 

 

富山農道整備事業 

農道舗装 Ｌ＝330m 測量設計 
12,614  

小川地区農業基盤整備事業費 

・浄法寺地区揚水機改修工事 

・小川上町地区用水路 Ｌ＝350m 

17,500 
うち町補助金 

2,625 

地域農業水利施設スト

ックマネジメント事業 
三川又頭首工地区整備補修工事 108,139 

うち町補助金 

16,140 

農業集落排水事業 農業集落排水事業特別会計繰出金 33,769  

県営馬頭中部地区中山

間地域総合整備事業 

県営農業農村整備事業調査計画実施費負

担金 
5,921  

 

５ イノシシ肉加工事業 

イノシシ肉処理加工施設を運営し、獣害の軽減及び特産品生産による地域の活性化

を図った。 

（単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

イノシシ肉加工事業 受入頭数 234頭（町内205、町外29） 11,753 
イノシシ肉販売

収入   4,087 

 

６ 林業振興事業 

とちぎの元気な森づくり事業により、里山の景観保全及び維持管理を行うとともに、

八溝産材の需要拡大を促進することにより、地域林業の振興を図った。 
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（単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

森林整備地域活動支援交付

事業 

施業集約化の促進 ７協定 48.5ha 1,200  

施業集約化に向けた条件整備 

 ６協定 500ha 
5,000  

とちぎの元気な森づくり事

業 

里山の整備  １４個所 72.2ha 14,180  

里山の管理  ２６箇所 134.6ha 5,958  

とちぎの元気な森づくり事業補助金 

４箇所 17.0ha 
3,980  

林道維持管理事業 鶴居峠御前岩線外３ 維持・修繕  1,844  

木材需要拡大事業 八溝材使用新築住宅補助 １３件 3,417  

 

◆林業施設利用状況 

施 設 名 利 用 者 数 備 考 

森林公園特産品生産施設 ６４４人  

観光乗馬施設（ホースランド） ４９７人  

緑の交流館 ３９１人  

 

７ 放射能対策 

○イノシシ肉の放射性物質検査を全頭実施した。 

  ○関係機関とともに農産物、林産物及び水産物における放射性物質の検査を実施した。 

  ○農産物の安全安心キャンペーンを実施した。   

 

 

商 工 費 関 係  

 

１ 商工業の振興 

商工会が中心となって実施したまちづくり事業、商店街活性化事業、商工業振興事

業等について支援した。 

さらに、中小企業振興策のひとつとして融資制度の利用促進を図った。 

(１)商工会支援 

○那珂川町商工会経営改善普及事業費補助金   １０，９８６千円 
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○商工業振興事業費補助金 １，５００千円 

○商工会まちづくり委員会補助金 ３００千円 

(２)中小企業振興資金融資状況 

○新規貸付件数 ６６件 ２３４，０４０千円 

○信用保証料補助額 ６６件 ４，８４７千円 

○特定中小企業者認定 ５号           ５件 

 

２ 観光の振興 

那珂川町として、観光協会などの観光関連団体とともに、町内の観光施設の案内、

温泉郷・料飲店等の紹介、地元特産品の宣伝及び観光イベントへの参加などに積極的

に取り組み、交流人口の増加を推進し、地域の活性化に努めた。 

(１)観光関連団体への補助 

○那珂川町夏まつり実行委員会 ３，１５０千円 

○那珂川町観光協会 １０，７２９千円 

○馬頭温泉保護開発協会 ９００千円 

(２)主な観光施設の利用状況（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

施 設 名 利 用 人 数 備 考 

青少年旅行村 １，６４７ 人  

町営温泉浴場ゆりがねの湯 ６４，７７０ 人  

道の駅ばとう ２４２，６８７ 人 推計値 

ふるさとの森公園  ４，５９５ 人 平成26年1月～12月 

まほろばキャンプ場 １，９０７ 人  

 

３ 消費者行政 

消費者被害拡大防止のために啓発冊子を作製し、役場や関係機関等の窓口に設置し

た。また、那珂川町地域見守りネットワーク推進協議会後、県くらし安全安心課消費

者行政推進室田口氏を講師に、くらしのセミナーと題し講演会を開催し、併せて啓発

劇を上演した。広範囲な啓発活動を行った。 

  ○消費生活相談受付件数  １２件 

 

４ 開発推進 

栃木県企業立地促進協議会等を通じ、情報収集に努め、企業訪問など誘致活動を行

った。また、既存立地企業のフォローアップを行い、企業の定着促進を行った。 
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土 木 費 関 係  

 

１ 道路橋りょう整備事業 

道路は、生活の利便性の向上や産業の振興に大きな役割を果たしていることから、

地域間の幹線道路や生活道路を整備し、都市間を結ぶ主要幹線道路である国・県道の

整備を関係機関に要望した。 

（単位：千円） 

事 業 種 別 路 線 名 等 事 業 内 容 等 事業費 備 考 

改 良 舗 装 

７６号線 

改良・舗装工事 

 L=605.0m W=10.0m 

用地・補償 一式 

150,950 うち繰越明許費 50,965 

一渡戸大鳥線 
道路設計業務 

 L=670.0m W=11.0m 
8,424  

和見立野線 

改良・舗装工事 

 L=330.0m W=5.0m 

用地・補償 一式 

22,367  

都新道線 

改良工事 L=450.0m W=10.0m 

舗装工事 L=145.0m W=10.0m 

補償 一式 

104,724  

上郷須賀川線 
用地測量業務 

 L=2,000m W=7.0m 
16,610  

田山線 

用地測量業務 

 L=430.0m W=8.0m 

用地・補償 一式 

12,607  

愛宕山線 
物件調査業務 

 L=182.2m W=5.0m 
1,933  

中津原大畑線 舗装工事 L=341.0m 6,836  

小川運動場線 

道路設計・用地測量業務 

 L=265.8m W=10.0m 

用地買収 一式 

11,890  

橋梁長寿命化 
橋梁補修工事（三輪橋） 

設計業務（大松橋） 
27,151  

 

２ 地籍調査事業 

   那珂川町の土地の実態を正確に把握するため、国土調査法に基づく地籍調査事業（馬

頭Ⅶ地区、馬頭Ⅷ地区、馬頭Ⅸ地区、和見Ⅳ地区、和見Ⅴ地区）を実施した。 

事業名 事  業  内  容 事業費 備  考 

地籍調査事業 

調査・測量 

馬頭Ⅸ A＝1.11ｋ㎡、和見Ⅴ A＝0.89ｋ㎡、 

複製図作成 馬頭Ⅶ、馬頭Ⅷ、和見Ⅳ 

37,322 

  

数値情報化 馬頭Ⅶ、馬頭Ⅷ、和見Ⅳ 572 
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３ 公 園     

   町民の身近な交流の場として、公園の整備を行った。  

 （単位：千円） 

事  業  名 事 業 内 容 等 事業費 備  考 

新町親水公園整備工事 休憩施設、駐車場整備 1,739  

     

４ 住 宅       

   町営住宅221戸、町有住宅73戸の維持管理を行い、良好な居住環境の整備に努めた。 

（単位：千円） 

事  業  名 事 業 内 容 等 事業費 備  考 

町営谷田住宅・谷田上の原住宅換気扇設置工事 浴室換気扇設置 45箇所 3,024  

町有三枚畑住宅解体工事 ２棟 3,013  

町営谷田住宅舗装工事 舗装工事 L=322.3m W=3.0m 3,380  

 

 

消 防 費 関 係  

   

１ 火災の概況 

   平成２６年度中の那珂川町における火災出動件数は３件で、前年度に比較して６件

の減であった。 

発 生 日 場     所     等 

４月２６日 北向田地内建物火災 

２月１６日 大那地地内建物火災 

３月３０日 谷田地内建物火災 

 

２ 消防施設の整備 

  ○ホース乾燥塔    ６基 

 

３ 消防団点検・訓練関係 

（１） 点検 

６月 １日 那珂川町消防団夏季点検  出場率 ８０．５％ 

１０月１９日 那珂川町消防団内点検   出場率 ６４．８％ 

   １０月２６日 那珂川町消防団通常点検  出場率 ７２．５％ 
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 （２）訓練 

    ７月 ６日 南那須地区総合水防訓練 

    ９月 ７日 水継訓練 

（３） 操法大会 

６月 １日 那珂川町消防操法大会 

６月２９日 消防協会南那須支部操法大会 

○ポンプ車操法の部 

 ・第１分団第６部（矢又） 

 ・第４分団第３部（久那瀬） 

○小型ポンプ操法の部 

 ・第２分団第３部（大内） 

 ・第３分団第４部（大山田上郷） 

 

４ 防災関係 

  ○町災害復旧等支援の状況（平成２７年３月３１日現在） 

・町災害復旧等支援金申請件数       １，２０７件  

・町災害復旧等支援金支払件数          １５件（ １．２％）  

      〃       （累計）   １，０２２件（８４．７％） 

・町災害復旧等支援金支払金額   １，４８９，６６０円 

 

 

教 育 費 関 係  

 

１ 学校教育 

(１)小学校・中学校 

文部科学省及び県教育委員会の教育施策を踏まえ、人間尊重の精神を基盤として、

豊かな情操と道徳性を身につけ、国際的視野を持ち、郷土・社会に貢献しうる実践

力と創造性に富む人づくりに努めた。町教育基本方針に基づき、特に地域に根ざし

た調和と特色ある教育行政を課題として、各校の創意工夫のもと積極的に教育の推

進を図るとともに、スクールカウンセラーを配置し教育相談体制の充実を図った。 

また、適正規模での児童の健全な教育環境を整備するため、馬頭西小学校の在り

方について、地元、ＰＴＡに説明会を開催した。 

なお、教育環境の充実と教育施設・教材備品の整備のため実施した主な事業は次

のとおりである。 

○スクールカウンセラー配置事業 １，８７７千円 
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○小学校教育用コンピュータ機器借上 ７，４２６千円 

○小学校教材備品費 ９８８千円 

○小学校就学援助費 ３，６５３千円 

○総合学習推進費 ５３５千円 

○中学校生徒通学費補助 ７２０千円 

○中学校教育用コンピュータ機器借上 ４，３６１千円 

○中学校教材備品費 １，９４１千円 

○中学校就学援助費 ５，１６９千円 

○外国語指導助手設置費 ７，１９３千円 

○小学校スクールバス運転業務 ３４，６８１千円 

○中学校スクールバス運転業務               １２，４１６千円 

○馬頭東小学校インターホン交換工事             ２，７５４千円 

○馬頭小学校遊具修繕工事                  １，２３１千円 

○小川小学校駐車場整備工事                １２，０１０千円 

○小川小学校太陽光発電設備設置工事            ２２，１０８千円 

○小川小学校太陽光発電設備設置工事設計・監理業務      １，７９３千円 

○小川小学校体プレハブ倉庫設置工事             １，１０２千円 

○馬頭中学校体育館改築工事               ２８１，２００千円 

○馬頭中学校体育館改築工事監理業務             ８，１００千円 

○馬頭中学校体育館解体工事                １２，０００千円 

○馬頭中学校体育館解体工事設計業務             １，２４２千円 

○馬頭中学校体育館用備品購入                ３，８２９千円 

○小川中学校テニスコート補修工事              １，１８８千円 

(２)通学費等補助 

   栃木県立馬頭高等学校の生徒の確保と維持存続を図ることを目的に平成２６年度

に入学した生徒に対し、通学費等の補助を行ない保護者の負担を軽減した。 

 ○通学費等補助                       ３，４２３千円 

(３)幼稚園 

幼稚園教育要領の趣旨を踏まえ、家庭では体験できない社会・文化・自然などの

体験を十分にさせながら、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性を持っ

た幼児を育てることに努めた。また、幼児教育の向上を図るため、教育内容の改善、

施設の整備と教育環境の充実を図った。 

○園児数の状況 

・ひばり幼稚園 ７７名（３歳児２８名、４歳児２３名、５歳児２６名） 

・小川幼稚園  ３５名（３歳児１２名、４歳児１０名、５歳児１３名） 
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○子育て支援事業 

  町内の２歳児とその保護者を対象に、子育て支援事業（親子にこにこクラブ）を

開催した。 

  実施回数 ９回  参加人数（延べ）５５組１１０名 

 (４)学校給食センター 

学校給食法の趣旨を踏まえ、学校給食センターの衛生管理に万全を期すとともに、

児童生徒の心身の健全発育のため、栄養のバランスに配慮した給食を提供した。 

また、学校給食を活用した食育の推進に努めた。 

○給食実施状況 

小学校４校、中学校２校、幼稚園２園、児童生徒職員数１，４２９人 

完全給食  給食実施回数１９８回（うち米飯１１８回） 

 給食実施総食数 ２６３，４２５食 

（幼稚園は、５月より週３日の完全給食（水・木・金）、４月と月・火は牛乳のみの

給食を実施。） 

(５)放射能対策 

○放射性物質検査 

・学校給食食材の放射性物質検査 

安全で安心な学校給食を提供するため、給食用食材や給食１食（まるごと）につ

いて、給食センター及び県（塩谷南那須教育事務所）所有の多機能放射線測定器に

より定期的に放射性物質（放射性セシウム）の検査を実施した。 

 

２ 社会教育 

町民が生涯学習を実践することができるよう学習環境の形成に努めた。 

また、生涯学習の観点にたって社会教育活動を推進し、青少年をはじめ成人、高齢

者を対象に各種学級、講座を開催し、学習機会の提供に努めた。実施にあたっては、

指導者の養成と社会教育団体の育成を目的に学習活動を展開した。 

次に、芸術文化の領域では、町民に活動の機会を提供するなど文化団体の育成と文

化の振興に努めた。さらに、町民一人ひとりが郷土の歴史を理解し、郷土愛の精神を

養うために地域の文化遺産に関わる学習の機会を提供した。 

(１)生涯学習 

男女がともに対等なパートナーとして職場・家庭・社会に参画できる条件を整備

し、様々な社会慣行等が見直されるよう、家庭・学校・社会・職場等における教育・

啓発活動を推進し、男女共同参画意識の高揚を図るため、「那珂川町男女共同参画計

画」を策定した。 
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(２)青少年教育 

青少年の社会参加と体験学習を推進するために、中・高校生を対象にリーダーの

養成とボランティア活動を推進した。また、青少年の健全育成に努めた。 

○ジュニアボランティアズクラブの育成・指導 

○青少年育成協会の育成・指導 

○成人式の開催  平成２７年１月１１日 新成人参加者１６５人 

(３)家庭教育等 

家庭教育学級、幼児教育学級、思春期講座を実施し、家庭教育などの重要性につ

いて理解を深めるとともに、家庭での実践を促すために親学習プログラムを実施し

た。 

  ○家庭教育学級  馬頭西小学校・小川小学校・馬頭中学校 

  ○幼児教育学級  馬頭中央保育園・大内保育園・馬頭南保育園・わかあゆ保育園 

       ひばり幼稚園・小川幼稚園 

  ○思春期講座   馬頭中学校・小川中学校 

(４)高齢者教育 

高齢者を対象に「シルバー大学」を開設し、集団による学習活動を通して心のふ

れあいと教養を深め、豊かな人生設計を形成するための学習活動を展開した。 

○シルバー大学         １１回       受講生１８人 

(５)公民館活動 

歴史学習（放送利用講座）や自然体験（ネイチャークラブ）、親子のふれあい（親

子絵本づくり事業）など幅広い学習の場の提供に努めた。 

また、小川公民館の管理運営に努め、地域住民や行政機関、学校、企業などによ

る会議や研修の場として提供した。 

  ○放送利用講座          ８回     受講生  ３６人  

  ○ネイチャークラブ        ２回     参加者  ２６人 

  ○親子絵本づくり事業      １１回     参加者  １８人 

             （絵本展示会１回） 

○小川公民館     利用件数５２９件   利用人数６，３５２人 

(６)国際交流活動 

国際社会への対応と国際理解を深めるため、青少年海外体験学習派遣事業、ホー

スヘッズ村交流事業、ホームステイウィークエンドｉｎ那珂川の３事業を実施した。 

(７)芸術文化活動 

文化祭の開催や文化団体の育成に努めた。また、馬頭東小学校で移動音楽鑑賞教

室を実施した。 
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○文化祭の開催  

種    目 期    日 場    所 出展数・参加者数 

総合展 11月2日・3日 総合体育館 １，１８８点  

菊花展 11月1日～6日 南町駐車場 １８７点  

菊花盆栽展 10月31日～11月4日 あじさいホール周辺 １６２点  

邦楽民謡舞踊祭 10月25日 あじさいホール       ５０組  

歌謡祭 11月8日 あじさいホール ８７人  

○南那須地区音楽祭の開催（担当：那須烏山市） 

  平成２６年９月３０日 烏山小学校体育館  参加団体数２５団体 

○移動音楽鑑賞教室の実施 

  平成２６年６月５日  馬頭東小学校体育館において「神田将 エレクトーント

リオコンサート」を実施 

   馬頭東小学校児童 約８０名参加 

○子どもの森の管理 

(８)文化財保護事業 

○文化財保護団体や文化財（技術）伝承者の育成  

○文化財国庫補助事業 

  国指定史跡唐御所横穴史跡保存管理計画策定事業 

  （委員会開催・地形測量図作成） 

出土文化財再整理事業 

（震災被害の文化財復旧作業・国士舘大学生：40 人（44 日間）延べ 1,760 人参加） 

○文化財教室の開催 

    小中高等学校への歴史学習支援のため文化財教室を開催 

・６月５日、７月３日、７月１０日、１０月２４日 小川中学校第１学年 ５７名 

・７月１１日、１５日              小川小学校第６学年 ４７名  

・９月２５日                  小川小学校第４学年 ４３名 

・９月２６日                 馬頭東小学校第４学年 １２名 

・２月１６日、２０日              馬頭小学校第６学年 ５９名 

○町内遺跡発掘調査事業 

 ・５月２４日～２６日 上の台遺跡試掘調査（小川小学校駐車場造成地） 

 ・８月 ４日～２５日 シポレックス東遺跡試掘調査 

 (９)美術館の運営 

美術品、資料等の適切な保存を図るとともに他館と連携しながら各種展覧会を実施

した。また、調査・研究及び普及等の事業を行い、芸術その他の文化の振興に努めた。 
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○展覧会 

会 期 展 覧 会 名 入館者数(人) 

4 月 1 日～ 4 月 13 日 歌川国芳 －みかけハこハゐがとんだいゝ人だ－ ７８９ 

4 月 18 日～ 5 月 18 日 
 春季特別展 名所江戸百景展 

－広重が見た江戸の名所－（前期） 
２，７８４ 

5 月 23 日～ 6 月 22 日 
春季特別展 名所江戸百景展 

－広重が見た江戸の名所－（後期） 
１，８２０ 

7 月 4 日～ 8 月 3 日  夏季特別展 福を招く！猫じゃ猫じゃ展（前期） ２，９６５ 

8 月 8 日～ 9 月 7 日 夏季特別展 福を招く！猫じゃ猫じゃ展（後期）  ４，５３７ 

9 月 12 日～10 月 13 日 秋季特別展 北斎と広重 二大巨匠の名品展（前期） ３，２１９ 

10 月 18 日～11 月 24 日 秋季特別展 北斎と広重 二大巨匠の名品展（後期） ４，４０７ 

11 月 29 日～ 1 月 18 日 忠臣蔵の世界展 １，７５７ 

1 月 23 日～ 3 月 1 日 幕末・明治の錦絵から近代版画までの系譜展 １，５６７ 

3 月 6 日～ 3 月 31 日  青木コレクション展 －徳富蘇峰と青木藤作－ １，０９３ 

     計   特別展３回、企画展４回 ２４，９３８ 

 

○町民参加型展覧会【視聴覚研修室ギャラリー】 

会   期 展 名 観覧者数(人) 

5 月 27 日～ 6 月 8 日 山径の会 ６０８ 

 7 月 21 日～ 8 月 3 日 ちいさな命の重み展 ４６３ 

8 月 8 日～ 8 月 24 日 アートフォレスタ入選作品展 ２５０ 

10 月 9 日～10 月 13 日 ノンフェールガラス工房展 ３８０ 

11 月 20 日～11月 24 日 写真展「写友 那珂川」 ２５０ 

 3 月 15日～ 3月 15 日 那珂川町の観光写真コンテスト表彰式 ３５ 

 3 月 26日～ 3月 29 日 『親子絵本づくり」絵本作品展示会 ２００ 

計  ２，１８６ 

○調査研究・教育普及活動 

講演会の開催               ２回    ２３８人参加 

ミュージアムトークの開催（各展覧会）   ９回    ２３４人参加 

ワークショップの開催           ４回     ６１人参加 

第１０回那珂川町児童生徒版画コンクール    応募作品数：８１９点 
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 (10)郷土資料館の運営 

郷土の歴史、民俗等に関する資料を収集保存し、郷土への理解と意識の高揚を図

るため、企画展等を開催した。 

○展示会 

会    期 展   示   会   名 観覧者数(人) 

4月29日～ 6月15日 特別展 灯りとくらし １，６８４ 

8月 1日～ 9月28日 
第１７回企画展 那珂川町の林業 

－豊かな森と人とのかかわり－ 
１，９３２ 

11月 8日～12月28日 第１８回企画展 資料から見た那珂川町の温泉 １，７５９ 

○展示会関連行事 

期   日 展   示   会   名 場  所 参加者数(人) 

8月 1日 講演   「森林の持つ力」 馬頭郷土資料館 ２７  

8月 3日 工作教室 「えんぴつ立てをつくろう！」 馬頭郷土資料館 １５  

11月 9日 講演  「資料からみた小口村温泉」 馬頭郷土資料館 ２０  

○普及啓発活動 

・古文書講座  毎週第３土曜日開催 全１２回 受講生１５人 

・連携事業  南那須特別支援学校による奉仕作業（清掃） ９月２５日 

・刊行図書  平成２６年度企画展報告、佐々介三郎宗淳書簡集 

○年間入館者数 ９，３９９人   開館日数 ３０５日 

(11)山村開発センター 

住民の各種研修・会議・集会等に利用された。 

○利用件数  １０４件  利用人数 １，０５３人 

(12)図書館 

町民の生涯にわたる学習活動の拠点として、図書館資料の充実に努めるとともに

図書館活動の推進に努めた。その実施にあたっては、学校、関係機関、ボランティ

ア団体との密接な連携のもとに事業を実施し、町民の豊かな教養、情操を涵養する

ために積極的な文化、読書活動を展開した。 

○図書館奉仕業務の充実 

○図書館資料(図書・行政資料・逐次刊行物・郷土資料)の収集と充実 

受入冊数         ４，４７８冊（うち寄贈２，０１５冊） 

○視聴覚資料(ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ)の充実 
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○調査相談業務(レファレンス業務)の実施と充実 

○教育・保育機関等への団体貸出の促進 

○子ども読書活動の推進 

○国立国会図書館、県内図書館等との図書館資料の相互貸借の実施と充実 

○「調べ学習」支援を中心とする学社連携体制の促進 

○図書館運営及び活動の調査と研究（図書館協議会） 

○ボランティア活動（婦人・高校生）の実施と充実 

○年間利用状況 

登録者数 ５，２２０人 

図書貸出冊数 ７９，７８０冊 

○文化事業の開催と文化活動の推進 

お話会 幼児～小学生対象 ６９回 ４５０人 

読書会 全町民対象 ２４回 １６９人 

ブックスタート 乳幼児・保護者対象 ６回 １６１人 

工作教室 幼児～一般対象 ４回 ３８人 

親子読書教室 幼児・保護者対象 ２回 １１２人 

文芸講演会 児童・保護者対象 １回 ２３２人 

 全町民対象 ３回 ２６人 

 

３ 社会体育 

スポーツを通じて、健康で生きがいのある生活を営み、明朗で連帯感に満ちた町づ

くりを進めるため、町民ひとり１スポーツを目標に、スポーツ人口の拡大に努め、さ

らに各種のスポーツ大会、教室、研修講習会等を開催し、スポーツの普及と振興を図

った。 

(１)体育施設・夜間照明施設・学校施設(体育施設)の利用状況 

施 設 名 利用日数(日) 利用団体数 延利用人数(人) 

体 

育 

施 

設 
 

 
 

総合体育館 ３２３ ２５ １４，７３１ 

馬頭西体育館 １７１ １６ ２，７４６ 

小川体育館 ３６３ ２８ １２，８８６ 

健武体育館 １０２ ７ １，８００ 

武茂体育館 ７９ ５ ５４２ 

谷川体育館 ６２ １２ ７４５ 

大山田体育館 １２３ ９ １，０７５ 
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小川南体育館 １３９ ９ １，５４０ 

小川武道館 １００ ４ ６２５ 

小川弓道場 ４８ １ ４８０ 

馬頭運動場 ２８３ １９ １４，４３４ 

大山田下郷運動場 １８０ ７ ４，１４５ 

小川運動場 １７２ １１ １２，４３９ 

小川南運動場 ２８６ ６ ５，００１ 

小川庭球場 １８６ ５ ３，９３１ 

那珂川町民プール ３２ － １，０９１ 

 合 計 ２，６４９ １６４ ７８，２１１ 

（
う
ち 

夜 

間 

照 

明
） 

馬頭運動場 １２９ ５ ３，６５８ 

大山田下郷運動場 １０３ ５ ２，３９５ 

小川運動場 １３７ ７ ３，９９７ 

小川南運動場 ２４０ ５ ４，５１１ 

小川庭球場 １２４ ３ １，４５８ 

馬頭東小運動場 １３６ ５ ２，８３９ 

合 計 ８６９ ３０ １８，８５８ 

 

校 

体 

育 

施 

設 

馬頭小学校 

校庭 ― ― ― 

体育館 １０８ ９ ９１６ 

馬頭東小学校 

校庭 １５２ ６ ３，１５４ 

体育館 ４０ ４ ７６２ 

小川小学校 

校庭 ― ― ― 

体育館 １０８ ４ ２，０７６ 

馬頭中学校 

校庭 － － － 

体育館 ６５ ２ ５５９ 

小川中学校 

校庭 ― ― ― 

体育館 ６ ４ １３１ 

合 計 

校庭 １５２ ６ ３，１５４ 

体育館 ３２７ ２３ ４，４４４ 
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(２)社会体育活動の推進（各種体育行事の開催状況） 

行 事 内 容 回数(回) 日数(日) 参加人数(人) 

○町民各種大会 

・野球  ・ゴルフ  ・ゲートボール 

・アーチェリー  ・登山  ・バレーボール 

・剣道  ・スキー  ・バスケットボール 

・ソフトボール  ・ソフトバレ－ボ－ル 

・ゆりがねマラソン大会 ・歩け歩け大会   

４２ ６５ ３，４８５ 

○各種地区及び県大会 

・郡市町対抗駅伝競走大会 

・なすみなみ若鮎駅伝競走大会 

・県民スポーツ大会 

・南那須地区小学生駅伝競走大会 

４ ５ １６２ 

(３)体育協会・スポーツクラブ等の育成 

町体育協会専門部(１９専門部)による自主活動の促進と指導運営体制の強化及び

支部(３１支部)の地域スポーツ活動の促進を図った。 

また、スポーツ少年団（１１団）や総合型地域スポーツクラブの活動支援を行っ

た。 

○スポーツクラブ(野球、ソフトボール、バレーボール、テニス、スポ－ツ少年団等) 

スポーツクラブ ７８団体   １，１２８人 

スポーツ少年団        １１団体 ２４３人 

  ○総合型地域スポーツクラブ（まほろばの里スポーツクラブ）の育成 

運営委員会の開催  １２回 

・定期教室 ハワイアンダンス、グランドゴルフ、卓球、３Ｂ体操、ウォーキング 

      ショートテニス 

・小学生向け教室 ソフトボール、子ども遊び教室、野球、サッカー 

・スポーツ交流会、スポーツセミナー 

(４)スポーツの普及活動 

○スポーツ講習会の開催 

○スポーツ傷害保険の加入促進 

○生涯学習カレンダーの発行 

 

 

災 害 復 旧 費 関 係  

 

局地的に発生した集中豪雨により被害を受けた農地及び農業用施設について、災害

復旧事業を実施した。 
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１ 農林水産施設災害復旧事業 

（単位：千円） 

事 業 名 等 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

町単災害復旧事業 

（農地・農業用施設） 
大内脇郷地区農地復旧ほか６件  1,042  
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平成２６年度主要施策の成果（特別会計） 

 

 

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業  

 

ケーブルテレビ施設の適正な維持管理を行い、インターネット接続サービス、ＣＳ有料

放送サービス、ＩＰ電話サービスなど情報通信サービスを提供するとともに、自主放送、

文字放送により積極的な行政情報等の提供に努めた。 

 

 ケーブルテレビ施設の管理運営 

○加入者件数               ４，６８９件（７７．１％）   

 １，１５４件 

 １１０件                      

 ２０５件                       

 ８８件 

○再放送サービス 

 ９局 

 ９局 

ＦＭラジオ放送 ４局 

○ＣＳ有料放送サービス             

 ３０局                        

○主な事業 

 ・ケーブルテレビ施設指定管理業務  １６４，７００千円   

 ・ケーブルテレビ機器更新業務    １１８，６９２千円 

 ・伝送路移設工事           ４０，７４９千円                  

○ＩＴ講習会 

 ６回 

○主な自主制作番組 

NewsなかがわTOWN 収録３０回 放送１５０時間／月                   

 ２６回 

○生中継番組 

             １２回 

○企画番組 

 １回 

 ２回 
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            ２回 

 わんぱく広場             ９回 

                １回 

 ・花の風まつり                       １回 

 ・リクエストアワー                     ６回 

 ・南那須地区音楽祭                      ２回 

 ・海外体験学習 ホースヘッズ２０１４           １回 

 ・ハロー元気っこ                       ２回 

 ・成人式                               １回 

 ・各保育園運動会                    ４回 

 ・各幼稚園運動会                    ２回 

 ・各小学校運動会                      ４回             

 ・各中学校体育祭                      ２回             

 ・まほろば太鼓定期演奏会                  １回                    

 ・うた那珂カラオケのど自慢               ２回 

・ＪＣＣ三人娘が行くIn那珂川町             １回 

・ネイチャークラブ サマーキャンプ            １回 

 ・ホースヘッズ村親善訪問団総集編              １回 

 ・シルバー大学総集編                  １回 

 ・那珂川町第九を歌う会演奏会                １回 

 ・立志式（馬頭中、小川中）               １回 

  町長に聞く                   １回  

特別企画番組 

 

) 

○その他の番組 

                    ３タイトル  

 

 

○文字放送 

 ・文字放送（無料）                        ２６６件 

○広告放送 

 １８件 

・年賀文字放送(有料)                        ８件 

 ６件 
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国 民 健 康 保 険 事 業  

 

１ 療養の給付等 

療養諸費費用額負担の状況は、次のとおりである。 （単位：千円） 

区分 項  目 件 数 費 用 額 保険者負担分 一部負担金 他法負担分 

一
般
被
保
険
者 

療 養 の 給 付 74,200 1,597,925 1,156,362 403,402 38,161 

療 養 費 2,284 17,243 12,417 4,506 320 

計 76,484 1,615,168 1,168,779 407,908 38,481 

退
職
被
保
険
者
等 

療 養 の 給 付 6,855 126,655 88,663 37,116 876 

療 養 費 176 1,331 932 399 - 

計 7,031 127,986 89,595 37,515 876 

合 計 83,513 1,743,154 1,258,374 445,423 39,357 

 

２ その他の給付状況 

被保険者の出産、死亡及び高額療養費に対して、次のとおり支給した。 

○出産育児一時金 １３件 ５，４６０千円 

○葬祭費 ３７件 １，８５０千円 

○高額療養費 ２，２１２件 １６８，５３３千円 

  般 ２，１０５件 １５６，７７１千円 

  職 １０７件 １１，８２２千円 

 

３ 国保世帯数、被保険者の状況 

○平均世帯数       ３，１２０世帯 

○平均被保険者数     ５，９３８人 

 

４ 保健事業関係 

被保険者の健康保持増進と医療費適正化対策の状況は、次のとおりである。 

○特定健診        １，６４５名 

○特定保健指導         ７０名 

○医療費通知      １５，１５３通（６回実施） 

○人間ドック         ３２２名 
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後 期 高 齢 者 医 療 事 業  

 

高齢者の適切な医療費の確保を図るため、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく医

療給付を実施した。 

○栃木県後期高齢者医療広域連合納付金 １７４，５８７千円 

○    〃         負担金 ８，３０４千円 

○医療給付費負担金  １５４，８３５千円 

○平均被保険者数  ３，３７３名 

○健康診査受診者 医療機関健診 １，０３６名 

 集団健診 ４９７名 

 

 

介 護 保 険 事 業  

 

第５期介護保険事業計画(H24～H26年度)により、介護保険事業の更なる充実に努めた。 

１ 被保険者の状況 

６５歳以上の第１号被保険者は、平成２６年度末現在５，８５９人であった。 

 

２ 認定申請及び認定の状況 

被保険者からの認定申請は、１，１３５件であり、これらを調査したのち、認定審

査会にて審議され認定した。なお、平成２６年度末の認定者数は１，０９７人であり、

詳細は次のとおりである。 

○要介護(要支援)認定者数（平成２６年度末) （単位：人） 

 
要支援 

１ 

要支援 

２ 

経過的 

要介護 

要介護 

１ 

要介護 

２ 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
計 

１号被保険者 ４５ ７５ － ２５１ ２６２ １９９ １５７ ８０ １，０６９ 

２号被保険者 ２ ３ － ５ ６ ７  ２ ３ ２８ 

計 ４７ ７８ － ２５６ ２６８ ２０６ １５９ ８３ １，０９７ 

 

３ 利用及び給付状況 

介護サービスの利用件数及び給付費について、その主な内訳は次のとおりである。 

○居宅介護サービス給付費 １２，１７４件 ６１５，４９５千円 

○地域密着型居宅介護サービス給付費 １，１７４件 １８８，１８９千円 

○施設介護サービス給付費 ２，６１５件 ６１８，９１６千円 
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介護老人福祉施設 １，９８９件 ４４４，６６１千円 

介護老人保健施設 ５３８件 １４２，９５０千円 

介護療養型医療施設 ８８件 ３１，３０５千円 

○居宅介護福祉用具購入費 ５６件 １，３９５千円 

○居宅介護住宅改修費 ３９件 ４，３７９千円 

○居宅介護サービス計画給付費 ６，４２３件 ８２，９０８千円 

○介護予防サービス給付費 ９３４件 ２４，５７７千円 

○地域密着型介護予防サービス給付費 ２３件 １，７３５千円 

○介護予防福祉用具購入費 ９件 １４１千円 

○介護予防住宅改修費 ４件 ６９５千円 

○介護予防サービス計画給付費 ７４４件 ３，１９３千円 

○高額介護サービス費 ２，９５９件 ２９，７５５千円 

○高額医療合算介護サービス費 １５７件 ４，５０１千円 

○特定入所者介護サービス給付費 ２，６６４件 ９０，６４４千円 

 

４ 地域支援事業 

要支援・要介護状態になる前からの介護予防を推進するとともに、地域における包

括的・継続的なマネジメント機能を強化する観点から、以下の事業を実施した。 

(１)介護予防特定高齢者施策 

要支援・要介護になるおそれの高い者等の把握と介護予防事業（通所型・訪問型）

を実施した。 

○二次予防事業における対象者把握事業 

検診申し込みと合わせて、６５歳以上に「基本チェックリスト」を配布・回収し

二次予防事業における対象者の把握決定を行った。 

基本チェックリスト実施者 ６９６人 

（参加の可否確認）    ７～９月      １，０４０人 

○通所型介護予防事業 

把握された特定高齢者を対象に、「運動機能の向上」、「栄養改善」、「口腔機能の向

上」を目的とした介護予防教室を実施した。 

前期教室 １５回 ２１８人 

後期教室 １５回 １９１人 

転ばん運動教室（継続） ２７回 ５３７人 

運動サロン（馬頭、小川、11区、芳井）  ４０回 ３６４人 

○訪問型介護予防教室 

把握された閉じこもり、認知症、うつ等のおそれのある特定高齢者を対象に、専
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門医による相談会と保健師による訪問を実施し、必要な相談、指導を実施した。 

精神保健相談会 １２回 ３２人（うち高齢者５人） 

保健師による訪問指導  ５８人 

(２)介護予防一般高齢者施策 

一般高齢者を対象として、介護予防に関する知識の普及・啓発と、介護予防ボラ

ンティアの育成を行った。 

○介護予防普及啓発事業 

各単位老人クラブや町社会福祉協議会の事業と連携し、転倒予防のための運動指

導を実施した。 

那珂川おたっしゃ会 ３２回 ３９１人 

いいきいきサロン（中央、各地区）  ９回         ９５人 

○地域介護予防活動支援事業 

介護予防ボランティア「ほっとなかがわ」の育成と教室への協力。 

新規ボランティア研修会 ２回 １４人 

介護予防ボランティア・スキルアップ研修 ・視察研修 

                                           ３回 ２７人 

・サロン運営ボランティア養成講座       １３回          １３５人 

介護予防教室への協力 ９９回 ４９４人 

(３)介護予防ケアマネジメント事業 

高齢者及び要介護認定において要支援１・２となった対象者の介護予防プランの

作成を実施した。 

○高齢者介護予防プラン作成（二次予防）    ３７人 

○要支援１・２の者の居宅介護予防支援 延６１６件（内委託１３４件） 

(４)総合相談支援事業 

介護保険その他の保健福祉サービスに関する相談や高齢者虐待に対する相談、指

導の実施と介護支援専門員への指導 

○介護相談件数 ３４８件 

○高齢者虐待対応 ３件 

○権利擁護（相談件数） ２件 

(５)包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

介護支援専門員への助言、指導と処遇困難事例のケース検討会の開催を実施した。 

○事例検討会の開催 実人数２２人（延５９人）   

(６)任意事業 

○地域自立生活支援事業（生活援助員派遣事業） 

高齢者等へのホームヘルパー派遣 
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時間：６７時間   委託先：那珂川町社会福祉協議会 

○家族交流会（ほっとすぺーす） 

専門医による「認知症の基礎知識」の講話や、精神保健福祉士による対応の仕方

の講話、又認知症の方が利用する施設の見学等を実施。介護家族者交流の場とする。 

開催回数：１０回   参加者：１１３人 

○認知症サポーター育成事業 

「認知症サポーター講座」を実施し、地域で認知症者を支えるサポーターの育成

を図った。 

開催回数：２回     参加者：７８人 

○介護事業者ネットワーク会議 

開催回数：５回    参加者：１１４人 

○紙おむつ購入助成事業 

在宅で常時紙おむつを使用する要介護１以上の者に対し、紙おむつ購入に要した

経費を助成した。      ５５８件  ６，１２３千円 

○地域包括支援センター運営協議会の開催 

地域包括支援センターの活動状況の実績報告及び、次年度の活動予定の承認 

開催日：平成２７年３月１９日 

 

 

下 水 道 事 業  

 

公共用水域の水質保全と健康で快適な生活環境の確保のため、下水道整備の実施及び施

設の維持管理に努めた。 

概要については、次のとおりである。 

(１)整備事業 （単位：千円） 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 備 考 

公共下水道事業 

管渠工事L=34.0m（小川地内） 

（硬質塩化ビニール管φ100） 
６９２ 

 

 

管渠工事L=32.0m（馬頭地内） 

(硬質塩化ビニール管φ100) 
８６４  

管渠工事L=44.0m（馬頭地内） 

(硬質塩化ビニール管φ125) 
８４３  

舗装復旧工事L=57.0m（小川地内） ９５１  

公共ます設置工事２箇所（馬頭地内） ３２６  
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(２)施設管理の状況 

項 目 単位 馬 頭 処 理 区 小 川 処 理 区 

処理区域面積 ha １０５ ８４ 

処理区内人口 人 １，８０８ ２，７２７ 

水洗化人口 人 ８３０ ２，３２４ 

水洗化率 ％ ４５．９  ８５．２ 

水洗化戸数 戸 ３８８            ８７８ 

年間処理水量 ㎥ １１６，６８９ ２８１，３３５ 

１日平均処理水量 ㎥ ３１９ ７７１ 

 

 

農 業 集 落 排 水 事 業  

 

農業用水の水質保全、生活環境の改善を図るため、施設の維持管理に努めた。 

概要については、次のとおりである。 

項 目 単位 北 向 田 地 区 三 輪 地 区 

処理区域面積 ha ３３．０ １６．３ 

処理区内人口 人 ４２５ ３２９ 

水洗化人口 人 ４０９ ３０９ 

水洗化率 ％ ９６．２ ９３．９ 

水洗化戸数 戸 １３７ ９３ 

年間処理水量 ㎥ ７１，５８４ ３０，７１８ 

1日平均処理水量 ㎥ １９６ ８４ 

 

 

簡 易 水 道 事 業  

 

簡易水道事業として供用されている８施設における水道水の安定供給および施設の維持

管理に万全を期した。また、渇水対策として昨年度より実施してきた大田原市との緊急連

絡管布設工事が完了した。 
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(１)主な整備事業等 （単位：千円） 

事 業 名  事 業 内 容  事 業 費  備  考 

白久地内送配水管布設替工事  ３工区  

HPPEφ100、L=272.7ｍ(送水管) 

HPPEφ100、L=271.3ｍ(配水管) 

消火栓 １式  

１１，０３７  

白久地内送配水管布設替工事  ４工区  

HPPEφ100、L=339.3ｍ(送水管) 

HPPEφ100、L=339.6ｍ(配水管) 

HPPEφ75、L=14.0ｍ(配水管) 

９，９７９  

矢又地内減圧弁交換工事  
減圧弁φ75 １式  

仕切弁φ75 １式  
２，７００  

南部配水池進入路路面排水工事  

VUφ100、L=54.0ｍ 

U型側溝300A、L=8.0m 

舗装工 １式  

４，０６０  

小砂地区導水管移設・緊急連絡管布設工事  
DIP(GX)φ100、L=159.3ｍ(導水管) 

HPPEφ75、L=158.7ｍ(配水管 ) 
２８，１１２  

小砂立野地内配水管布設替工事  
HPPEφ75、L=339.7ｍ 

仕切弁φ75 １式  
７，５６０  

南部取水井取水ポンプ交換工事  
取水ポンプ ２基  

φ50mm 
２，５２０  

中部浄水場高圧気中開閉器交換工事  高圧気中開閉器 １式  １，５１２  

大月橋橋梁添架仮設工事  SUS100A、L=44.1m(仮設管) ２，０４１  

 (２)施設管理の状況 

項目 
小砂 

地区 

富山 

地区 

矢又 

地区 

大那地 

地区 

中部 

地区 

北部 

地区 

南部 

地区 

西部 

地区 
計 

給水人口 

(人) 
1,108 477 218 229 3,520 1,180 1,342 222 8,296 

給水戸数 

(戸) 
376 111 77 52 1,356 342 458 80 2,852 

年間総配水

量(㎥) 
100,057 24,750 22,987 9,510 379,962 94,991 124,393 23,018 779,668 

年間総給水

量(㎥) 
81,023 21,980 19,057 8,320 316,628 83,493 104,792 20,635 655,928 

有収率(％) 80.98 88.81 82.90 87.49 83.33 87.90 84.24 89.65 84.13 

１日平均配

水量(㎥) 
274 68 63 26 1,041 260 341 63 

 

１日平均給

水量(㎥) 
222 60 52 23 867 229 287 57 

１人１日当

り平均配水

量(ℓ) 

247 142 289 114 296 221 254 284 

１人１日当

り平均給水

量(ℓ) 

200 126 239 100 246 194 214 255 
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